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3
人･まち･自然　　　輝いて 

　生涯スポーツで親睦の和を 
（第20回記念香川県実年者親善バレーボール大会） 

　香川県下の実年バレーボールの愛好者が一堂に集い、2月20日、小豆島を

会場に香川県実年者親善バレーボール大会が開催されました。町内からは各ブ

ロックに男女合わせて8チームが参加し、2チームが優勝という好成績を収め

ました。それぞれの年齢や体力に応じて親しむ“生涯スポーツ”を通じ、親睦

の和がますます広がっています。　 



調
印
式
に
は
、
坂
下
一
朗
内

海
町
長
、
八
木
壮
一
郎
池
田
町

長
を
は
じ
め
、
合
併
協
議
会
の

委
員
、
両
町
の
議
会
議
員
な
ど

約
120
名
が
出
席
し
ま
し
た
。
両

町
長
は
、
こ
れ
ま
で
合
併
協
議

で
確
認
さ
れ
た
48
協
定
項
目
と

新
町
建
設
計
画
が
盛
り
込
ま
れ

た
合
併
協
定
書
に
署
名
、
押
印

を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
立
会

人
と
し
て
真
鍋
香
川
県
知
事
が

署
名
を
添
え
ま
し
た
。

調
印
後
、
合
併
協
議
会
長
の

坂
下
町
長
が
「
行
政
基
盤
を
強

化
し
、
住
ん
で
よ
く
訪
ね
て
よ

い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

き
た
い
」
と
新
町
誕
生
に
向
け

て
の
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

合
併
後
の
「
小
豆
島
町
」

は
、
人
口
約
１
万
８
千
人
、

総
面
積
約
96
平
方
キ
ロ
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
目
指
す
べ

き
ま
ち
の
姿
で
あ
る
「
将
来

像
」
や
「
ま
ち
づ
く
り
の
理

念
」
な
ど
を
以
下
に
示
し
て

い
ま
す
。

　
２
月
23
日
、
内
海
町
と
池
田
町
と
の
合
併
協
定
調
印
式
が
サ
ン
・

オ
リ
ー
ブ
で
行
わ
れ
、
両
町
長
が
協
定
書
に
調
印
し
ま
し
た
。 

　
３
月
３
日
に
開
か
れ
た
両
町
の
定
例
議
会
で
は
、
合
併
関
連

議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
香
川
県
知
事
へ
の
申
請
、

県
議
会
の
議
決
、
総
務
大
臣
へ
の
届
け
出
な
ど
を
経
て
、
平
成

18
年
３
月
21
日
に
「
小
豆
島
町
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。 

内
海
町
と
池
田
町
合
併
協
定
に
調
印 

内
海
町
と
池
田
町
合
併
協
定
に
調
印 

平
成
18
年
3
月
21
日
の
「
小
豆
島
町
」
誕
生
に
向
け 

＜平成16年度＞ 
◆香川県知事への申請 

＜平成17年度＞ 
◆県議会の議決・県知事の決定 
◆総務大臣への届け出・告示 
  

　 

オリーブの風薫る　ふれあいのまち　小豆島町 
～やすらぎ、輝き、実りある未来へ～ 

＊やすらぎあるまちをめざして 
＊輝きあるまちをめざして 
＊実りあるまちをめざして 

＊誰もが元気で健やかに暮らせる健康・福祉のま
ちづくり 

＊心豊かな人を育む教育・文化のまちづくり 
＊豊かな自然環境と共生する快適で安全な生活環
境のまちづくり 

＊魅力と活力にあふれた観光・産業振興のまちづ
くり 

＊町民一人ひとりが主体的に取り組むまちづくり 

合併協定調印後、握手を交わす 
坂下町長、真鍋知事、八木町長（右から） 

合併協定調印後、握手を交わす 
坂下町長、真鍋知事、八木町長（右から） 

合併協定書に調印する坂下町長 合併協定書に調印する坂下町長 
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図図図図
書書書書
館館館館
だだだだ
よよよよ
りりりり

新
刊
紹
介

○
児
　
童
　
書

＊
お
う
ち
で
で
き
る
サ
イ
エ
ン

ス
マ
ジ
ッ
ク
（
全
４
巻
）

＊
目
標
に
い
ど
む
青
春

＊
こ
ど
も
語
源
じ
て
ん

＊
英
語
を
「
じ
ゅ
げ
む
」
み
た

い
に
お
ぼ
え
ち
ゃ
お
う
！

＊
忍
た
ま
乱
太
郎

ぐ
う
ぜ
ん

が
う
ば
わ
れ
た
！
の
段他

８
冊

○
一
　
般
　
書

＊
グ
ー
グ
ル
＆
ヤ
フ
ー
!
で
仕

事
が
100
倍
速
く
な
る
本

佐
々
木
俊
尚
他

＊
好
き
こ
そ
物
の
上
手
な
れ

小
笠
原
　
茂

＊
絵
本
が
育
て
る
子
ど
も
の
心

松
居
　

直

＊
ロ
ー
マ
人
の
物
語
り
⑬

最

後
の
努
力
　
　
塩
野
　
七
生

＊
お
寺
に
泊
ま
ろ
う

全
国
宿

坊
ガ
イ
ド
　
宿
坊
研
究
会
編

＊
る
る
ぶ
冬
の
北
海
道
２
０
０
５

Ｊ
Ｔ
Ｂ

＊
反
省
文

ハ
ワ
イ

山
口
　
智
子

＊
日
本
の
論
点
２
０
０
５

文
藝
春
秋
編

＊
血
と
油

ア
メ
リ
カ
の
石
油

獲
得
戦
争

マ
イ
ケ
ル
・
T
・
ク
レ
ア

＊
そ
の
バ
イ
ト
語
や
め
な
さ
い

小
林
作
都
子

＊
あ
な
た
の
確
定
申
告

平
成

16
年
分
　

日
本
実
業
出
版
社

＊
怒
り
の
方
法

辛
　
　
淑
玉

他
11
冊

☆
古
文
書
を
読
む
会

３
月
８
日
貂
　
14
時
〜
16
時

☆
古
文
書
（
初
級
コ
ー
ス
）

３
月
12
日
貍
　
10
時
〜
12
時

☆
読
書
会
（
介
護
問
題
に
つ
い
て
）

３
月
12
日
貍
　
14
時
〜
16
時

☆
紙
芝
居
作
成

３
月
16
日
貉
　
10
時
〜
12
時

☆
枕
草
子
を
読
む
会

３
月
19
日
貍
　
14
時
〜
16
時

☆
読
み
聞
か
せ
・
紙
芝
居
を
し

て
み
よ
う

３
月
26
日
貍
　
10
時
〜
11
時

☆
子
ど
も
映
画
会

３
月
26
日
貍

11
時
５
分
〜
11
時
55
分

ロ
ビ
ー
展

☆
新
し
い
教
科
書
に
載
る
図
書

展
（
約
260
冊
）
・
桜
ガ
ー
デ

ィ
ニ
ン
グ
山
野
草
園
芸
関

係
の
図
書
展
（
約
50
冊
）

３
月
８
日
貂
〜
４
月
10
日
豸

行
事
予
定

◆
小
学
校
低
学
年
の
部

大
倉
妃
以
那
　
（
福
田
小
１
年
）

「
だ
っ
こ
の
し
ゅ
く
だ
い
あ

っ
た
ら
い
い
な
」

新
川
　
航
悠
　
（
星
城
小
１
年
）

「
ぼ
く
に
で
き
る
こ
と
を
が

ん
ば
る
よ
」

池
本
　
美
静
　
（
安
田
小
２
年
）

「
ぼ
く
の
ク
ジ
ラ
」
を
読
ん
で

◆
小
学
校
中
学
年
の
部

高
岸
　
佳
以
　
（
苗
羽
小
３
年
）

「
み
ん
な
は
一
人
の
た
め
に

一
人
は
み
ん
な
の
た
め
に
」

濱
元
　
拓
也
　
（
安
田
小
４
年
）

「
転
校
な
ん
て
こ
わ
く
な
い
」

◆
小
学
校
高
学
年
の
部

戎
　
　
亜
希
　
（
安
田
小
５
年
）

「
海
で
見
つ
け
た
こ
と
」

を
読
ん
で

久
留
島
　
咲
　
（
安
田
小
５
年
）

「
よ
み
が
え
れ
、
え
り
も
の

森
」
を
読
ん
で

竹
原
　
拓
槙
　
（
福
田
小
６
年
）

「
悲
劇
の
少
女
ア
ン
ネ
」

を
読
ん
で

◆
中
学
校
、
高
校
の
部

大
山
ま
ど
か
　
（
内
海
中
１
年
）

「
私
の
旅
日
記
」

三
浦
　
諒
子
　
（
内
海
中
２
年
）

「
食
べ
物
と
自
然
の
秘
密
」

を
読
ん
で

◆
中
学
校
、
高
校
の
部

亀田　有里
（小豆島高１年）

「Ｓｉｃｋ ｅｎｄ」
を読んで

◆
小
学
校
中
学
年
の
部

中村　奈央
（苗羽小４年）

「のら犬マルのよ
うに」を読んで

◆
小
学
校
低
学
年
の
部

久米　彩冴
（苗羽小２年）

「くれよんのくろ
くん」を読んで

町
立
図
書
館
主
催
の
第
26
回

読
書
感
想
文
募
集
が
あ
り
、
町

内
の
小
・
中
・
高
校
生
と
一
般

か
ら
43
編
が
寄
せ
ら
れ
、
選
考

の
結
果
、
次
の
方
々
が
受
賞
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま

す
。

（
敬
称
略
）

最

優

秀

賞

優

秀

賞

◆
一
般
の
部

川
嵜
　
　
修
　
（
岩
谷
）

「
第
二
次
大
戦
を
生
き
抜
く
」

奨

励

賞

†
選
評
に
か
え
て

「
広
く
読
書
に
親
し
み
、
読
書
で

得
た
新
し
い
発
見
や
感
動
を
表
現

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
豊
か
な
読

書
生
活
を
造
り
出
す
た
め
の
一
助

と
す
る
。」
と
い
う
趣
旨
の
も
と
、

町
立
図
書
館
が
読
書
感
想
文
を
募

集
し
て
、
今
回
で
26
回
の
回
を
か

さ
ね
ま
し
た
。
こ
の
間
に
は
、
多

く
の
読
書
人
が
育
っ
た
こ
と
で
し

ょ
う
。

読
書
活
動
は
、
子
ど
も
が
言
葉

を
学
び
、
感
性
を
磨
き
、
表
現
力

を
高
め
、
創
造
力
を
豊
か
な
も
の

に
し
、
人
生
を
よ
り
深
く
生
き
る

力
を
身
に
つ
け
て
い
く
上
で
、
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
と
言
わ

れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
子
ど
も
た
ち
が

良
書
に
た
く
さ
ん
巡
り
合
い
、
登

場
人
物
と
喜
怒
哀
楽
を
と
も
に
し
、

豊
か
な
心
を
も
っ
た
人
間
と
し
て

成
長
し
て
く
れ
る
よ
う
期
待
し
ま

す
。町

立
図
書
館
協
議
会

委
員
長
　
坂
下
公
臣
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介護予防講座 

こちら　　　です 

 

ハイ ！ ハイハイ ！ 今
、「
寝
た
き
り
ゼ
ロ
」
が

叫
ば
れ
て
い
ま
す
。
寝
た
き
り

の
原
因
と
し
て
は
、
脳
血
管
疾

患
や
骨
折
・
転
倒
な
ど
だ
け
で

な
く
、
す
で
に
閉
じ
こ
も
り
の

状
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多

く
見
ら
れ
ま
す
。
閉
じ
こ
も
る

こ
と
で
、
人
と
の
付
き
合
い
が

少
な
く
な
っ
た
り
、
足
腰
が
弱

り
寝
た
き
り
に
な
る
な
ど
、

様
々
な
問
題
を
引
き
起
こ
す
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
月
号
で
は
、
老
人

保
健
施
設
う
ち
の
み
の
理
学
療

法
士
田
村
弘
明
さ
ん
に
「
閉
じ

こ
も
り
」
に
つ
い
て
、
お
話
を

う
か
が
い
ま
し
た
。

介
護
予
防
と
は
、
高
齢
者

が
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態

を
で
き
る
限
り
防
ぐ
こ
と
、

介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
そ

の
状
態
を
悪
化
さ
せ
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
で
す
。

現
在
、
医
療
の
進
歩
に
伴
っ

て
、
わ
が
国
は
驚
く
べ
き
速
さ

で
高
齢
化
を
迎
え
て
お
り
、
20

年
後
に
は
４
人
に
１
人
が
65
歳

以
上
の
高
齢
者
と
い
う
社
会
が

や
っ
て
き
ま
す
。

テ
レ
ビ
や
雑
誌
で
よ
く
言
わ

れ
て
い
た
「
老
老
介
護
」
は
す

で
に
現
実
の
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
中
に
は
、
自

分
は
大
丈
夫
だ
ろ
う
、
ま
だ
ま

だ
寝
た
き
り
に
な
る
の
は
早

い
、
病
気
も
し
て
な
い
し
転
倒

に
も
気
を
つ
け
て
い
る
、
と
思

っ
て
い
る
方
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
脳

卒
中
で
も
な
く
、
骨
折
も
し
た

こ
と
の
な
い
方
が
、
大
勢
寝
た

き
り
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

閉
じ
こ
も
り
が

寝
た
き
り
や
認
知
症

（
痴
ほ
う
症
）
を
つ
く
る

東
北
地
方
で
は
、「
雪
国
で

は
雪
が
寝
た
き
り
を
つ
く
る
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
雪
の
た

め
に
家
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
し

ま
い
、
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
わ

け
で
は
な
い
の
に
、
春
先
に
は

寝
た
き
り
に
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

長
崎
市
で
は
、「
多
く
の
坂

が
寝
た
き
り
を
つ
く
る
」
と
言

わ
れ
、
こ
の
よ
う
な
地
域
に
住

ん
で
い
る
方
の
中
に
は
、
リ
ハ

ビ
リ
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
自
立

で
き
て
も
、
家
に
帰
っ
て
、
坂

道
や
階
段
に
よ
っ
て
行
動
が
制

限
さ
れ
、
寝
た
き
り
に
な
っ
て

し
ま
う
方
が
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
た
つ
で
寝
た
ま
ま

の
生
活
を
し
て
い
る
と
足
腰
が

弱
ま
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
風
邪

で
も
す
ぐ
寝
た
き
り
に
な
っ
て

し
ま
う
の
で
す
。

こ
れ
ら
す
べ
て
の
共
通
点

は
、「
家
に
閉
じ
こ
も
る
」
こ

と
が
寝
た
き
り
の
原
因
に
な
っ

脳血管疾患 
37.9％ 

かぜ･肺炎2.6％ 

骨折骨折･転倒転倒 
12.412.4％ 

痴ほう痴ほう 
10.110.1％ 

高齢による衰弱 
15.2％ 

その他その他 
11.611.6％ 

65歳以上の寝たきりの原因 

脳血管疾患 
37.9％ 

心臓病 
4.7％ 

かぜ･肺炎2.6％ 
リウマチ･関節炎5.5％ 

骨折･転倒 
12.4％ 

痴ほう 
10.1％ 

高齢による衰弱 
15.2％ 

その他 
11.6％ 

（資料：国民生活基礎調査） 

て
い
る
こ
と
で
す
。「
閉
じ
こ

も
る
」
こ
と
は
、
体
力
を
低
下

さ
せ
、
寝
た
き
り
に
な
り
や
す

く
な
る
だ
け
で
な
く
、
頭
に
も

変
化
を
及
ぼ
し
ま
す
。
社
会
的

に
孤
立
し
、
人
と
関
わ
ら
ず
家

で
閉
じ
こ
も
っ
て
生
活
を
し
て

い
る
方
に
認
知
症
（
痴
ほ
う
症
）

は
多
く
出
て
き
ま
す
。

閉
じ
こ
も
り
の

予
防
方
法
は
？

寝
た
き
り
と
認
知
症
を
防
ぐ

に
は
、
家
に
閉
じ
こ
も
ら
な
い

で
外
出
を
心
が
け
、
地
域
に
親

し
い
友
達
な
ど
を
作
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
外
出
す
る
こ
と
で
、

自
然
に
体
が
動
き
、
体
力
の
低

下
を
あ
る
程
度
遅
ら
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
友
達
と
会
え
ば

あ
い
さ
つ
も
す
る
し
、
衣
服
や

化
粧
に
も
気
を
使
い
ま
す
。
こ

れ
ら
が
充
分
な
脳
へ
の
刺
激
と

な
る
の
で
す
。

中
高
年
齢
者
の

健
康
づ
く
り

中
高
年
齢
者
の
健
康
づ
く
り

と
し
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
（
有
酸
素
運
動
）
が

盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
確

か
に
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
は
心
臓
や
肺
の
機
能

を
維
持
・
向
上
さ
せ
、
動
脈
硬

化
症
の
進
行
を
抑
え
て
生
活
習

慣
病
を
予
防
す
る
効
果
が
あ

り
、
中
高
年
の
方
に
は
と
て
も

大
切
な
も
の
で
す
。
し
か
し
、

体
力
の
低
下
は
あ
る
程
度
遅
ら

せ
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
鍛
え

な
け
れ
ば
、
筋
力
は
年
に
約

１
％
ず
つ
低
下
す
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

早
く
か
ら
健
康
意
識
に
目
覚

め
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
を
盛
ん
に

し
た
ア
メ
リ
カ
で
も
、
高
齢
者

の
運
動
に
対
す
る
見
解
が
変
化

し
て
き
て
い
ま
す
。
現
在
、
ア

メ
リ
カ
ス
ポ
ー
ツ
医
学
会
で

閉じこもり 

寝たきり･痴ほうになる可能性が邇 

身体を動かさないため
筋力･体力が低下 

物忘れやぼんやりする
ことが多くなる 

そのままの状態が続くと… 

介護老人保健施設うちのみ
理学療法士　田 村 弘 明



対　象　児 

母と子のすくすくルーム 
３月16日貉 介護老人保健施設うちのみ１階 

平成17年１月生まれ 

～ 13：4513：30 受付 

対　象　者 

体脂肪測定･健康づくり体操（ほくほく体操）教室 
３月11日貊 
25日貊 

介護老人保健施設うちのみ１階 ～ 11：30９：00

献　血 

３月24日貅 
小 豆 警 察 署  
介護老人保健施設うちのみ 

～ 11：0010：00

～ 16：3013：00

～ 15：4515：00 受付 

～ 15：4515：00 受付 

 

ツベルクリン反応検査・BCG予防接種 
３月８日貂 

場　　　所 介護老人保健施設うちのみ１階 

対　象　者 生後３～48か月児（１回受けた方は除く） 

３月10日貅 

ツベルクリン反応検査

ツベルクリン判定･BCG接種 

対 象 者：町内在住の精神障害者で参加可能な方 
日　　時：３月15日貂　10：00～15：00 
場　　所：内海町福祉会館 
内　　容：軽スポーツ、簡単な料理実習ほか 
持 参 物：参加費200円、米１合、室内用シューズ 
 

内海町いこいの場 

65歳以上の方全員と、40歳以上の一部の方に交付し
ている介護保険被保険者証が
新しくなります。
◆保険証は介護認定や介護サ
ービスを受けるために必要
となりますので、大切に保
管してください。

◆自宅にお住まいの方（入院
中も含まれます）は、3月
25日以降に郵送しますの
で、お手元に届きましたら
記載内容に間違いがないか
確認してください。また、施設に入所されている方
については、役場から各施設へ直接送付します。

◆古い保険証については、住民福祉課または各地区公
民館へ返却してください。

問い合わせ先：住民福祉課（蕁82－7006）
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は
、「
高
齢
者
が
自
立
し
た
生

活
を
送
る
た
め
に
は
、
エ
ア
ロ

ビ
ク
ス
、筋
力
づ
く
り
、ス
ト
レ

ッ
チ
ン
グ
の
３
つ
の
運
動
が
大

切
で
あ
り
、そ
の
中
で
も
、筋
力

づ
く
り
が
最
も
重
要
で
あ
る
」

と
の
見
解
を
示
し
て
い
ま
す
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

方
法
は
？

筋
力
づ
く
り
を
す
る
に
は
、

体
の
動
き
に
対
し
て
負
荷
（
抵

抗
）
を
か
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
鉄
ア
レ
イ
や
重
錘
バ
ン

ド
等
の
お
も
り
を
用
い
た
り
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
水
を
入
れ
て

お
も
り
の
代
わ
り
に
し
た
り
、

ゴ
ム
バ
ン
ド
等
を
利
用
す
る
と

よ
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
最

初
か
ら
強
い
負
荷
で
始
め
る
と

筋
肉
痛
を
起
こ
し
た
り
、
筋
肉

を
傷
め
て
し
ま
い
ま
す
。
軽
い

運
動
量
か
ら
始
め
、
徐
々
に
増

や
し
、
翌
日
に
疲
れ
を
残
さ
な

い
程
度
に
し
ま
し
ょ
う
。
く
れ

ぐ
れ
も
自
分
に
あ
っ
た
運
動
量

や
レ
ベ
ル
で
行
う
こ
と
が
大
切

で
す
。
行
う
時
間
帯
は
、
早
朝

や
空
腹
時
、
食
後
１
時
間
以
内

は
避
け
、
食
後
１
〜
２
時
間
後

が
お
勧
め
で
す
。

た
だ
し
、
高
血
圧
症
や
糖
尿

病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
を
患
っ

て
い
る
人
は
、
主
治
医
に
相
談

し
て
か
ら
始
め
て
く
だ
さ
い
。

ど
ん
な
に
年
を
と
っ
て
い
て

も
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
す
れ
ば

体
の
機
能
は
必
ず
向
上
し
ま

す
。

★医師に相談するなどして、自分の体力や健康度
を知っておきましょう。 
★自分の体の状態に応じて、楽しみながら行いま
しょう。 
★疲労が残らないように、時間や強さなどを調整
しましょう。 
★運動の後は、疲れを残さないためにも、充分な
休養と栄養を取りましょう。 

来
月
号
で
は
、昨
年
の
11
月

10
日
に
開
催
し
た
介
護
予
防
教

室
の
様
子
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（新しい保険証はピンク色です）



　特別な事情もなく保険税を滞納すると、保険
証を返還してもらうこととなり、給付差し止め
などの厳しい措置がとられることがありますので、
期限内に必ず納めましょう。 
　また、納付の相談も実施していますので、期
限内の納付が困難なときは早めにご相談ください。
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４
月
１
日
か
ら
は

新
し
い
保
険
証
で

現
在
使
用
し
て
い
る
「
国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
証
」
は
、

３
月
31
日
で
有
効
期
限
が
切
れ

る
た
め
、
新
し
い
保
険
証
を
４

月
１
日
ま
で
に
郵
送
に
よ
り
交

付
し
ま
す
。
新
し
い
保
険
証
が

お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、
記

載
内
容
に
間
違
い
が
な
い
か
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、４
月
１
日
以
降
引
き
続

き
資
格
が
あ
る
の
に
、
保
険
証

が
月
末
ま
で
に
届
か
な
い
場
合

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
期
限
切
れ
の
保
険
証

は
、住
民
福
祉
課
ま
た
は
各
地
区

公
民
館
ま
で
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

学
生
さ
ん
に
は
学
の

保
険
証
を
交
付
し
ま
す

大
学
や
専
門
学
校
な
ど
、
修

学
の
た
め
親
元
を
離
れ
、
他
の

市
区
町
村
に
住
所
を
置
い
て
い

る
被
保
険
者
に
は
、
学
（
学
生

用
）
の
保
険
証
を
交
付
し
ま
す

の
で
、
次
の
要
件
を
満
た
す
方

は
、
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

＊
国
保
に
加
入
し
て
い
る
方

＊
大
学
、
高
等
専
門
学
校
、
各

種
専
門
学
校
に
在
学
し
て
い

る
方
で
、
他
の
市
区
町
村
に

住
所
を
置
い
て
い
る
方

＊
親
元
か
ら
仕
送
り
を
受
け
る

な
ど
経
済
的
に
自
立
し
て
い

な
い
方

な
お
、
届
け
出
に
は
平
成
17

年
度
の
在
学
証
明
書
が
必
要
で

す
。ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
学
資

格
を
取
得
し
て
い
た
方
の
う

ち
、
要
件
を
満
た
さ
な
く
な
っ

た
場
合
（
卒
業
・
社
保
加
入
な

ど
）
は
学
の
資
格
を
失
い
ま
す

の
で
、
速
や
か
に
資
格
喪
失
の

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
と
き
も
２
枚
目
の

保
険
証
が
も
ら
え
ま
す

出
稼
ぎ
や
長
期
旅
行
な
ど
の

た
め
に
必
要
な
場
合
に
は
、
申

請
を
す
る
と

遠
（
遠
隔
地
）

の
つ
い
た
保
険
証
が
交
付
さ
れ

ま
す
。

ま
た
、
退
職
者
医
療
制
度
の

対
象
と
な
る
方
に
は
、一
般
の
国

保
と
は
別
の

退
（
退
職
者
被

保
険
者
証
）
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

保
険
証
を
も
ら
っ
た
ら

大
切
に
し
ま
し
ょ
う

国
保
の
保
険
証
は
、
病
気
や

け
が
な
ど
で
お
医
者
さ
ん
に
か

か
る
と
き
に
必
要
な
受
診
券
で

す
の
で
、
大
切
に
扱
い
ま
し
ょ

う
。

①
住
所
や
氏
名
な
ど
の
記
載
事

項
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
間

違
い
が
あ
れ
ば
、
必
ず
国
保

係
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

②
急
病
な
ど
に
備
え
て
必
ず
手

元
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

③
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き

は
必
ず
窓
口
で
提
示
し
ま
し

ょ
う
。
引
き
続
き
診
療
を
受

け
て
い
る
所
で
も
月
に
一
回

は
提
示
す
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
住
民
福
祉
課
（
蕁
８
２
―
７
０
０
６
）

支
払
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
加
入
・
喪
失
の
手
続
き

は
速
や
か
に
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

④
他
の
市
区
町
村
に
転
出
し
た

り
、
職
場
の
健
康
保
険
に
加

入
し
た
と
き
に
は
、
速
や
か

に
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
他
人
に
貸
し
た
り
、
借
り
た

り
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
コ

ピ
ー
し
た
も
の
、有
効
期
限
が

切
れ
た
も
の
は
使
え
ま
せ
ん
。

⑥
保
険
証
を
紛
失
し
た
り
、破
損

し
た
と
き
は
、
再
交
付
し
ま

す
の
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

国
保
に
加
入
す
る
と
き

や
め
る
と
き

国
保
に
加
入
し
た
り
、
脱
退

し
た
り
す
る
と
き
は
、
14
日
以

内
に
届
け
出
が
必
要
で
す
。
届

け
出
を
し
な
か
っ
た
り
遅
れ
た

り
す
る
と
、
保
険
税
を
さ
か
の

ぼ
っ
て
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
り
ま
す
。
国
保
の
保
険
税

は
、
国
保
へ
の
加
入
の
届
け
出

を
し
た
時
か
ら
で
は
な
く
、
被

保
険
者
の
資
格
を
取
得
し
た
時

か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
と

な
り
ま
す
の
で
、
届
け
出
を
遅

ら
せ
て
も
有
利
な
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

ま
た
、
就
職
し
て
職
場
の
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
の
に

国
保
へ
の
喪
失
の
届
け
出
が
遅

れ
る
と
、
国
保
の
保
険
税
と
健

康
保
険
へ
の
保
険
料
を
二
重
に
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芝
生
の
害
虫
を
駆
除
し
、
新

芽
を
促
す
早
春
恒
例
の
芝
焼
き

が
２
月
１
日
、
オ
リ
ー
ブ
公
園

で
行
わ
れ
、
強
風
に
あ
お
ら
れ

た
斜
面
の
枯
れ
芝
は
、
黒
く
様

変
わ
り
し
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
日
、
春
を
呼
ぶ
風

物
詩
を
題
材
に
句
を
詠
も
う

と
、
島
内
の
俳
句
愛
好
家
も
訪

れ
、
ペ
ン
を
走
ら
せ
て
い
ま
し

た
。
新
芽
は
、
３
月
下
旬
か
ら

出
始
め
、
５
月
上
旬
に
は
青
々

と
し
た
芝
が
観
光
客
を
出
迎
え

て
く
れ
ま
す
。

まちの身近な出来事や話
題を紹介します。 
皆さんからの情報もお待
ちしています。 
（総務企画課 蕁 82－7002） 

２
月
13
日
、
内
海
町
婦
人
会

が
島
内
の
老
人
ホ
ー
ム
の
慰
問

を
行
い
、
歌
や
踊
り
な
ど
を
披

露
し
て
、
お
年
寄
り
と
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

ま
た
、
英
国
赤
十
字
社
で
考

案
さ
れ
た
西
洋
医
学
の
マ
ッ
サ

ー
ジ
「
セ
ラ
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ッ
ク

ケ
ア
」
の
サ
ー
ビ
ス
も
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
こ
の
ケ

ア
に
関
す
る
講
習
を
受
講
さ
れ

た
婦
人
会
の
皆
さ
ん
が
、
お
年

寄
り
と
肌
と
肌
の
ふ
れ
あ
い
を

通
じ
て
、
和
や
か
な
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

■ 『契約・遺言は公正証書で』10月1日～7日は公正週間です。お 買 い 物 は 地 元 商 店 を 使 い ま し ょ う 。

人
権
に
つ
い
て
の
正
し
い
理

解
と
認
識
を
深
め
て
も
ら
お
う

と
、
２
月
２
日
、
苗
羽
小

学
校
で
香
川
県
高
瀬
町
出

身
の
落
語
家
、
桂
こ
け
枝

さ
ん
を
迎
え
、「
ほ
の
ぼ

の
人
権
噺
」と
題
し
た
講

演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
自
身
が
右

足
が
生
ま
れ
つ
き
不
自
由

で
あ
り
、
そ
れ
を
通
じ
て

得
た
人
権
の
尊
さ
や
健
康

の
大
切
さ
な
ど
、
笑
い
を

交
え
な
が
ら
話
し
、
児
童

晴れの 
栄誉 

おめでとう 
　　　ございます 

 

迚
旭
日
単
光
章
迥 

　
　
日
下
瑞
穂
さ
ん 

　
　
　
　
（
草
壁
本
町
・
88
歳
） 

　
こ
の
ほ
ど
、
高
齢
者
叙
勲
の
発

表
が
あ
り
、
日
下
瑞
穂
さ
ん
が
旭

日
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。 

　
日
下
さ
ん
は
、
昭
和
42
年
４
月

か
ら
昭
和
54
年
４
月
ま
で
の
３
期

12
年
間
に
わ
た
り
、
内
海
町
議
会

議
員
と
し
て
在
職
さ
れ
、
地
方
自

治
の
進
展
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
長
き
に
わ
た
り
内
海
町

民
生
児
童
委
員
や
草
壁
公
民
館
長

と
し
て
、
地
域
福
祉
の
増
進
や
社

会
教
育
の
振
興
に
熱
心
に
取
り
組

ま
れ
、
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し

た
。 

桂
こ
け
枝
さ
ん
の
「
ほ
の
ぼ
の
人
権
噺
」

桂
こ
け
枝
さ
ん
の
「
ほ
の
ぼ
の
人
権
噺
」 

桂
こ
け
枝
さ
ん
の
「
ほ
の
ぼ
の
人
権
噺
」 

オ
リ
ー
ブ
公
園
で
恒
例
の
芝
焼
き

オ
リ
ー
ブ
公
園
で
恒
例
の
芝
焼
き 

オ
リ
ー
ブ
公
園
で
恒
例
の
芝
焼
き 

お年寄りにマッサージをする婦人会の皆さん お年寄りにマッサージをする婦人会の皆さん 

内
海
町
消
防
出
初
式 

内海町婦人会による 
　　　　　セラピューティックケア 

’04
オ
リ
ー
ブ
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会 

内海町婦人会による 
　　　　　セラピューティックケア 

た
ち
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

人権の大切さを話す桂こけ枝さん 人権の大切さを話す桂こけ枝さん 
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平成16年度の主な活動状況 

内海中 

星城小 

安田小 

苗羽小 

福田小 

西村幼 

草壁幼 

安田幼 

苗羽幼 

坂手幼 

旭　幼 

福田幼 

部活動の指導、作文・添削の指導、音
楽の指導、オリーブ学校園整備 

本の読み聞かせ、ミシン掛けの補助 

本の読み聞かせ 

昔遊びの紹介､郷土クラブの講師､除草
作業､オリーブ畑の手入れ､野菜作りの
手伝い､本の読み聞かせ､遊具の製作 

本の読み聞かせ､オリーブ畑の手入れ､
体験談 

本の読み聞かせ、クラフト作り 

本の読み聞かせ 

本の読み聞かせ、図書の整理・補修､貸
し出しの補助 

本の読み聞かせ､クッキングの補助 

本の読み聞かせ､行事の補助 

本の読み聞かせ､クリーン作戦の補助､クッ
キングの補助 

本の読み聞かせ、植木の手入れ 

学校名 主 な 活 動 内 容  

　相互理解と友好親善を深め、国際的視野を養
うとともに、地域、職場、学校、青少年団体等
において意欲的に活動する青年リーダーの養成
を目的に、次のとおり青年海外派遣団員を募集
します。 
研修内容　各国青年との交流、施設訪問、ホー

ムステイなど 
応募資格　4月1日現在、18歳以上30歳以下の

日本国籍を持つ、香川県在住の方（学
生も応募可） 

募集定員　16人程度 
費　　用　派遣経費の約半額を補助 
選考方法　書類選考、面接 
受付期限　4月6日貉　※当日消印有効 
コース名　マレーシア・シンガポールコース 
派遣期間　7月31日～8月9日（10日間） 
申込・問い合わせ先　 
　　　　　香川県青少年・男女共同参画課 

（蕁087－832－3195） 

平
成
　
年
度
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集 
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安田幼稚園での読み聞かせ 安田幼稚園での読み聞かせ 

▼
活
動
の
内
容

体
験
学
習
の
実
技
指
導
・
部

活
動
や
学
校
行
事
の
補
助
・
図

書
関
係
、
学
校
環
境
整
備
な
ど

で
、
こ
の
ほ
か
学
校
の
教
育
活

動
に
役
立
つ
こ
と
で
あ
れ
ば
何

で
も
結
構
で
す
。

▼
活
動
方
法

支
援
を
お
願
い
し
た
い
方
に

各
学
校
か
ら
直
接
連
絡
を
し
ま

す
。
日
時
等
の
打
ち
合
わ
せ
を

行
い
、
そ
の
後
依
頼
校
で
支
援

活
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
申
込
者
全
員
に
も
れ

な
く
依
頼
が
あ
る
と
は
限
り
ま

　
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
は
、
地
域
社
会
・
家
庭
・
学

校
が
一
体
と
な
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
た
め
、
地
域
の

皆
さ
ん
に
学
校
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。 

　
教
育
委
員
会
で
は
平
成
17
年
度
の
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。 

　
な
お
、
左
表
は
平
成
16
年
度
の
お
も
な
活
動
状
況
で
す
。 

せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
方
法
お
よ
び
締
切

各
学
校
・
公
民
館
に
あ
る
申

込
書
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、
活
動
内
容
、
希
望
学
校
名

を
記
入
し
、
最
寄
り
の
学
校
・

幼
稚
園
・
公
民
館
ま
た
は
教
育

委
員
会
へ
３
月
18
日
（
金
）
ま
で

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
謝
金
・
交
通
費
な
ど
の
支
給
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
町
負
担

で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に

加
入
し
ま
す
の
で
申
込
書
は

正
確
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
れ
ま
で
に
申
込
を

さ
れ
た
方
も
再
度
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
事
務
局

（
蕁
８
２
―

７
０
１
４
）

就
学
援
助
制
度

小
・
中
学
生
が
い
る
家
庭

で
、
経
済
的
に
困
っ
て
い
る
方

の
た
め
に
「
就
学
援
助
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
の
適

用
を
受
け
る
と
、
学
用
品
費
や

通
学
用
品
費
、
学
校
給
食
費
な

ど
の
一
部
が
給
付
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
事
務

局（
蕁
８
２
―
７
０
１
４
）ま
た

は
、
在
学
し
て
い
る
小
・
中
学

校
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町
奨
学
生
募
集

高
校
・
大
学
（
高
専
・
短
大

含
む
）
で
の
修
学
を
希
望
す
る

方
の
う
ち
、
経
済
的
理
由
な
ど

に
よ
り
修
学
が
困
難
な
方
に
、

学
資
を
貸
し
付
け
し
ま
す
。

奨
学
生
の
資
格

①
内
海
町
に
居
住
す
る
方
、
ま

た
は
高
校
卒
業
時
ま
で
内
海

町
に
居
住
し
て
い
た
方

②
健
康
上
修
学
に
支
障
が
な

く
、
善
良
に
し
て
学
業
成
績

が
優
秀
な
方

③
内
海
町
保
健
医
療
関
係
職
修

学
資
金
の
貸
し
付
け
を
受
け

て
い
な
い
方

貸
付
額

高
校
在
学
中
月
額
１
万
円

大
学
在
学
中
月
額
３
万
円

申
込
期
日

３
月
31
日
貅

申
込
先

教
育
委
員
会
事
務
局

（
蕁
８
２
―
７
０
１
４
）



　平成17年3月6日豸～4月4日豺まで、小豆郡
内で銃によるシカの駆除を行います。山に入
るときは、白い帽子をかぶるなど十分に注意
してください。 
問い合わせ先　 
建設農林水産課（蕁82－7010） 

シカ狩猟予定地 

内海町 

池田町 

土庄町 

西村、神懸通、安田、当浜、岩谷、苗羽、
坂手、福田、橘、片城の各集落山裾 

中山、吉野、蒲野、神浦、室生、上地、浜条、
迎地、二面、蒲生の各集落山裾 

蛙子（新）池周辺、大部、大鐸両財産区有
林及び町有林 

灘山、小部、大部、田井（妙見）、琴塚、
小海、女風呂、見目の各集落山裾、馬越、
元目、滝宮、目島、渦江、長浜、伊喜末、
大谷の各集落を結ぶ円内山裾、肥土山地区、

9

小
豆
警
察
署
で
は
、
不
審
者

や
危
険
な
違
法
駐
車
、
交
通
安

全
上
の
危
険
箇
所
な
ど
を
見
か

け
た
場
合
の
通
報
に
協
力
し
て

い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

と
し
て
、
次
の
と
お
り
「
小
豆

さ
ん
ぽ
り
す
」
の
会
員
を
募
集

し
ま
す
。

散
歩
し
な
が
ら
、
皆
さ
ん
の

手
で「
安
全
、
安
心
で
住
み
よ
い

小
豆
島
」
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

募
集
人
数

50
名
程
度
（
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

応
募
資
格

小
豆
郡
内
に
住
む
地
域
安
全
活

動
に
関
心
の
あ
る
20
歳
以
上
の

方
で
、
散
歩
を
趣
味
、
日
課
と

し
て
い
る
方

活
動
内
容

散
歩
時
に
「
小
豆
さ
ん
ぽ
り
す
」

ウ
イ
ン
ド
ブ
レ
ー
カ
ー
を
着
用

（
無
料
配
布
）
し
、
不
審
者
、

危
険
な
違
法
駐
車
、
交
通
安
全

上
の
危
険
箇
所
な
ど
を
見
か
け

た
場
合
の
通
報
協
力
（
不
審
者

へ
の
声
か
け
、
尾
行
な
ど
は
範

囲
外
）

活
動
期
限

平
成
18
年
３
月
31
日
ま
で
　
　
　

応
募
方
法

小
豆
警
察
署
ま
た
は
最
寄
り

の
交
番
・
駐
在
所
に
備
え
付
け

て
い
る
応
募
用
紙
で
お
申
し
み

く
だ
さ
い
。
（
抽
選
結
果
は
、

本
人
に
連
絡
し
ま
す
。）

募
集
期
限

３
月
25
日
貊

３
月
１
日
か
ら
土
庄
交
番
で

道
路
使
用
許
可
申
請
の
受
付
を

開
始
し
て
い
ま
す
（
閉
庁
日
を

除
く
）。

対
象
地
域

土
庄
町
・
池
田
町
で
道
路
を
使

用
す
る
場
合

申
請
の
対
象

◆
道
路
工
事
（
広
範
囲
に
わ
た

る
工
事
な
ど
で
道
路
管
理
者

と
の
協
議
が
必
要
な
も
の
は

除
く
）

◆
祭
り
な
ど
（
交
通
規
制
は
伴

わ
な
い
も
の
、
露
店
は
除
く
）

◆
学
校
な
ど
で
行
う
マ
ラ
ソ
ン

な
ど
（
交
通
規
制
を
伴
う
大

規
模
な
も
の
は
除
く
）

交
付
日

標
準
審
査
期
間
は
７
日
以
内

※
小
豆
署
で
審
査
を
行
い
ま
す

の
で
日
数
を
要
し
ま
す
。
で

き
る
だ
け
早
め
の
申
請
を
お

願
い
し
ま
す
。

交
付
場
所

土
庄
交
番
（
※
た
だ
し
、
小
豆

署
で
の
受
取
は
で
き
ま
せ
ん
）

　香川県では、電話で小児科医師がアドバイスをす
る「小児救急電話相談」を開設しています。子ども
が夜間、急な病気で具合が悪くなった時、家庭での
対応、医療機関にかかる必要性など、電話で相談に
応じます。あくまでも電話によるアドバイスであり、
診断・治療はできませんので、ご了承ください。 
◆相談電話番号 
♯8000（全国共通の短縮番号） 
専用電話番号（蕁087－861－2335） 
※携帯電話からは専用電話番号のみ通話可能 
◆実施日時 
土曜、日曜、祝祭日、および年末年始 
（12月31日～1月3日）の19：00～23：00 
◆対象者 
県内に居住するおおむね15歳未満の子どもおよ
びその保護者等 

　小豆島オリーブ公園では、３月10日貅～15日貂ま
での「オリーブウィーク」期間中、毎日先着50名様
にオリーブの苗木（１人１本）がプレゼントされる
ほか、希望者50人を対象にオリーブリースを作るク
ラフト体験教室が無料で開かれます。また、同期間中、
サンオリーブでも温泉入浴料が通常価格より安くな
ります。皆さんのお越しをお待ちしています。 
問い合わせ先 
 （財）内海町オリーブ公園振興公社 

 （TEL 82－2200・FAX 82－2215） 

3月15日は「オリーブの日」 
3/10～3/15は 

問
い
合
わ
せ
先 

小
豆
警
察
署
（
蕁
8
2
―
0
1
1
0
） 

「小豆さんぽりす」の
ウィンドブレーカー（青色）



青少年ホーム
英会話教室会員募集

日　時：毎週金曜日19時30分～
場　所：青少年ホーム2階講義室
内　容

・前半　基礎編（テキストを使って）
・後半　応用編（ゲーム等）
※毎回楽しくやっていますので、興味の
ある方は、お気軽にお越しください。
申込先：青少年ホーム（蕁 82―0201）

海上保安大学校学生募集

受験資格

いずれも昭和56年4月2日以降生まれで、
①高校卒業者または平成17年9月までに
卒業見込みの方
②中等教育学校卒業者または平成17年9
月までに卒業見込みの方
③高専第3学年の課程修了の方
④大学入学資格検定に合格した方など人
事院が①②と同等の資格があると認め
る方
申込用紙配布開始日：3月14日豺
受付期間：4月１日貅～8日貊
１次試験：5月22日豸
問い合わせ先

高松海上保安部管理課
（蕁 087－821－7013）

坂手海上保安署（蕁 82－5999）

在宅ワーカー養成講習
（前期）受講者募集

身体障害者福祉センターでは、県内在
住の肢体不自由の方を対象に、在宅ワー
カー（パソコンを利用して自宅で仕事を
する人）として就労するための「在宅ワ
ーカー養成講習」の受講者を次のとおり
募集します。
募集人数：5名
受講期間：4月18日豺～9月12日豺
受講場所

香川県身体障害者総合リハビリテーショ
ンセンター
受講内容

ホームページ制作を主としたＩＴ技術習
得とビジネスマナー
受 講 料

30,000円（テキスト・ソフト代等は別
途実費負担）
募集締切：4月8日貊
申込・問い合わせ先

香川県身体障害者総合リハビリテーショ
ンセンター（蕁 087－867－7686)

高橋薫子ソプラノリサイタル
現在、オペラ界で
ご活躍されている高
橋薫子さん（片城出
身）によるソプラノ
リサイタルを次のと
おり開催します。
皆さん、ぜひお越
しください。
日　時：5月14日貍開場13：30

開演14：30
場　所：土庄町立中央公民館大ホール
入場料：3,000円（全自由席）
入場券販売窓口
3月15日から次の場所で販売します。
内海町各公民館・むとす館・土庄町立中
央公民館・池田町イマージュセンター
問い合わせ先
高橋薫子リサイタル小豆島連絡先　
入倉哲也（蕁 090－3182－8810）

心配ごと相談所の開設
内海町社会福祉協議会では、毎月１回、
心配ごと相談所を開設しています。お気軽
にご相談ください。
日　時：3月8日貂 13：30～15：30
場　所：内海町福祉会館

不動産鑑定評価無料相談会
日　時：4月6日貉 10：00～16：00
場　所：香川県庁東館1階ロビー
内　容
香川県不動産鑑定士協会所属の不動産鑑
定士による土地･建物等の不動産の価格や
土地取引に関する相談
※相談者が多数の場合、お待ちいただく
ことがありますので、ご了承ください。
問い合わせ先
香川県不動産鑑定士協会

（蕁087－822－8785）

■■行行政政相相談談　　33月月1166日日（（水水））1100：：0000～～1155：：0000 内内海海町町福福祉祉会会館館

内海町長選挙について
内海町長の任期は、5月4日までとなっ
ています。これに伴う内海町長選挙の日
程は下記のとおりです。
■3月25日貊…立候補予定者説明会
■4月19日貂…選挙告示日・立候補届出

の受付
■4月24日豸…投・開票日

にせ税理士行為にご用心

税理士または税理士法人でない者が、
税務署などに提出する申告書や申請書の
作成をするなどの「にせ税理士行為」を
行った場合は、法律により罰せられます。
このような行為をする者に、税務代理
や税務書類の作成などを依頼したために、
不当な報酬の要求をされた例などがあり
ますので、十分ご注意ください。

「お済みですか？確定申告」

期限を過ぎて申告や納税をされますと、
本税のほかに加算税や延滞税がかかる場
合がありますのでご注意ください。まだ
の方は急いで済ませましょう（郵送可）。
●所得税…3月15日貂まで
●消費税および地方消費税（個人事業者）

…3月31日貅まで
●贈与税…3月15日貂まで
問い合わせ先：土庄税務署

（蕁 62－1301）

年度末繁忙期における検査・
登録手続きの早期申請のお願い

自動車の検査・廃車・名義変更などに
関する手続きのため、年度末に香川運輸
支局をご利用される方は、窓口が大変混
雑しますので、お早めに手続きされます
ようお願いします。
問い合わせ先
香川運輸支局（蕁 087－882－1355･1356）
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講　　演 

・ピアノ（調律済） 

小高女子制服（大・小２種）、ファンヒーターガードはリサイクルできました。
ご協力ありがとうございました。    

リサイクル用品の情報をお待ちしています。環境衛生課内（蕁82－7008）  
 

今月はありません。 　 

（1・2月受付分） 

【譲ります】 
有償 
 
 

【求めます】 

講　　演 

講　　演 



小豆島准看護学院生徒募集
募集人員：15名
修業年限：2年
受験資格
高等学校以上卒業者または中学校卒業者
試 験 日：3月23日貉 13：00～
試験場所
小豆島准看護学院（内海病院北隣）
試験科目：国語・数学・面接
受 験 料：10,000円
願書受付期間：3月14日豺～22日貂
入学後の奨学金（月額）
高卒者 72,000円・中卒者 63,000円
問い合わせ先
小豆郡医師会立小豆島准看護学院

（蕁82－0498）

平成17年度国家公務員
採 用 試 験

問い合わせ先
人事院四国事務局（蕁087－831－4765)
人事院ホームページ

http : //www. jinji. go. jp/

試験の種類  申　　込 
受付期間 

第 1 次  
試験日  

国 家 公 務 員 蠢 種  ５／1

国 家 公 務 員 蠡 種  6／19

国 税 専 門 官  

労 働 基 準 監 督 官  6／12

法 務 教 官  

航 空 管 制 官  9／257／19～8／2

4／1～4／15

4／13～4／22

4／1～4／8

試験の種類  申　　込 
受付期間 

第 1 次  
試験日  

５／22

９／18

９／25

国 家 公 務 員 蠱 種  ９／4

刑 務 官  

入 国 警 備 官  

皇 宮 護 衛 官  

航空保安大学校学生 

海 上 保 安 学 校 学 生  

海上保安大学校学生 
10／29・30

4／1～4／8

7／19～8／2

6／21～6／28

8／25～9／6
気象大学校学生 

海上保安学校学生　　　 （特別） 

【大学卒業程度】 

【高校卒業程度】 

区　分 募集資格 

陸･海･空 
一般幹部 
候 補 生  

海 
技術幹部 
候 補 生  

平成17年
4月1日現
在、22歳
以上26歳
未満の男女 

受付期間 

4月上旬
　 
5月中旬 

試験日 

第1次 
5月下旬
の土・日 
 

第2次 
6月中旬
の1日　 

〜 

11 ■今月の納税　町県民税第4期分　納期限は1月31日（月）です。

第28回オリーブマラソン
全国大会参加者募集

今年も、5月22日豸に第28回小豆
島オリーブマラソン全国大会を開催しま
す。参加を希望される方は、下記要領に
よりお申し込みください。
日程および会場
5月22日豸坂手港町営広場
参 加 料：4,000円
申込方法
所定の払込取扱票（コピー不可・１人１
枚必要）に必要事項を記入し、参加料を
最寄りの郵便局から送金、または大会事
務局へ持参してください。
問い合わせ先
小豆島オリーブマラソン全国大会事務局

（蕁 82－2900・7007）

ホームヘルパー（臨時）募集
募集人数：2名
募集期限：3月14日豺
応募資格
ホームヘルパー養成研修修了者で普通自
動車運転免許所持者
採用予定：4月1日貊
申込方法および申込先
履歴書･ホームヘルパー養成研修修了証
書の写しを添えて、健康増進課（蕁
82－7034）までお申込ください。

町営住宅入居者募集
町営住宅に空室ができましたので、次
のとおり入居者を募集します。
募集団地：岩谷団地
募集戸数：１戸
申込期間：3月7日豺～22日貂
家　　賃
入居世帯の月収（所得）により決定します。
入居資格
①町内に住所または勤務先がある方で住
宅に困窮していること

②同居親族または同居しようとする親族
があること（50歳以上の方や1級か
ら4級の障害のある方などは、単身で
も入居できます）

③申込者と同居親族全員の所得を合算
し、諸控除額を差し引いた月収額が所
定の基準に該当していること

④地方税を滞納していないこと
※入居者の決定は公開抽選により行いま
す。

問い合わせ先：建設農林水産課
（蕁82－7009）

（財）岬の分教場保存会
パート募集

募集人員：1～2名
対象年齢：18歳～55歳
勤務時間：8：30～17：15
勤務日数：週5日間

（土･日勤務の可能な方）
採用条件
時給800円（通勤費支給・社会保険有）
業務内容
売店、食堂の簡単な調理およびサービス
入場受付全般
資　　格：車で通勤可能な方
申込方法
希望される方は随時、面接のご案内をし
ますので、履歴書（写真必須）をご準備
のうえ、下記までご連絡ください。
（財）岬の分教場保存会（蕁82－2455）

自衛隊幹部候補生募集
防衛庁では、平成17年度の自衛官採用
試験の受付を行っています。
陸・海・空各自衛官の幹部自衛官とし
て活躍してみませんか。入校後１年で３
等陸（海・空）尉に任官します。

問い合わせ先
自衛隊土庄分駐所（蕁 62-7000）

3月　MARCH

講　　演 

お 買 い 物 は 地 元 商 店 を 使 い ま し ょ う 。
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昭
和
61
年
度
福
田
小
学
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卒
業
生
一
同

交通事故・火災・救急件数 
（町内１月分） 

区 分  件 数  昨年同期 １月からの 
累計 

交通事故 

負傷者 

死亡者 

火 災  

救 急  

7 

9 

0 

1 

37

7 

9 

0 

1 

37

4 

4 

0 

0 

47

12

藐
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙（
40
％
）を
使
用
し
て
い
ま
す
。

次
回
は
近
藤
佳
代
さ
ん
に
執

筆
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

内
海
町
を
離
れ
て
こ
の
３
月

で
35
年
に
な
り
ま
す
。
最
初
に

住
ん
だ
の
は
大
阪
市
内
で
し
た
。

船
を
降
り
る
と
、
空
気
が
「
む

ー
っ
」
と
し
て
い
る
な
と
思
っ

た
り
、
夜
中
の
遠
く
の
音
が
気

に
な
っ
た
覚
え
が
あ
り
ま
す
。

今
で
は
慣
れ
て
し
ま
っ
て
ど
こ

で
も
大
丈
夫
で
す
が
、
や
は
り

静
か
で
空
気
の
き
れ
い
な
故
郷

が
あ
る
の
は
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

子
ど
も
時
代
に
、
今
か
ら
思

う
と
子
ど
も
ら
し
く
、
自
然
に

親
し
み
な
が
ら
暮
ら
せ
た
こ
と

は
、
今
で
も
心
の
支
え
に
な
っ

て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

小
さ
い
頃
か
ら
よ
く
歩
き
、

懐
か
し
い
の
が
樋
出
池
の
少
し

下
か
ら
東
へ
行
く
細
い
道
で
す
。

今
は
小
豆
島
高
校
の
北
の
運
動

場
に
な
っ
て
い
る
所
に
実
家
の

畑
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
途
中

の
畑
で
近
所
の
お
ば
ち
ゃ
ん
に

葱
の
黄
色
い
所
を
も
ら
っ
て
、

膨
ら
ま
せ
て
遊
ん
だ
こ
と
、
溜

め
池
の
そ
ば
は
緊
張
し
て
通
っ

た
こ
と
、
き
び
や
粟
の
畑
が
あ

っ
た
こ
と
、
ば
べ
の
実
を
も
ら

っ
た
垣
根
な
ど
を
思
い
出
し
ま

す
。も

う
一
つ
は
、
小
坪
の
軍
人

墓
地
か
ら
山
へ
登
る
道
で
す
。

頂
上
近
く
に
み
か
ん
や
芋
の
畑

が
あ
り
、
祖
父
母
や
両
親
や
叔

母
に
つ
い
て
急
な
坂
を
登
っ
た

よ
う
で
す
。
内
海
湾
の
弁
天
さ

ん
を
見
て
、「
お
船
に
松
の
木
が

生
え
と
る
」
と
言
っ
た
そ
う
で

す
。
働
く
大
人
の
そ
ば
で
草
花

や
土
や
溝
な
ど
で
一
日
中
遊
ん

で
い
た
よ
う
で
す
。

奈
良
に
住
ん
で
25
年
。
こ
こ

は
平
城
京
の
跡
で
す
。
自
転
車

で
行
け
る
所
に
奈
良
公
園
や
お

寺
や
古
墳
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。

輊
此
処
が
も
う

第
二
の
故
郷
　
除
夜
の
鐘
軫

お
盆
や
お
正
月
に
は
義
母
や

母
の
い
る
小
豆
島
へ
帰
る
こ
と

が
多
い
の
で
す
が
、
奈
良
で
新

年
を
迎
え
た
時
の
句
で
す
。
私

の
子
ど
も
た
ち
に
は
奈
良
が
故

郷
と
な
る
の
で
し
ょ
う
が
、
何

と
言
っ
て
も
私
の
ふ
る
さ
と
内

海
町
の
方
が
ず
っ
と
素
晴
ら
し

い
で
す
。
内
海
町
が
い
つ
ま
で

も
栄
え
ま
す
よ
う
に
…
…
。

お
達
者
な
ん
な 

（224） 

ふ
る
さ
と 

（
旧
姓
樋
出
・
神
懸
通
出
身
・
53
歳
）

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ 

植
松
洋
子

 

お
達
者
な
ん
な 

（175） 

【2月1日現在（　）は前月比】 

まちの人口／12,036（-7） 男 5,683（-1） 女 6,353（-6） 世帯数4,859（-6）  

樋出池より寒霞渓をのぞむ 樋出池より寒霞渓をのぞむ 




